
■特長	 ■ボタンの名称と表示の切替	 ■時刻・カレンダーの合わせかた

■使用上のご注意とお手入れについて

本製品はマラソン大会のコース上に設置された計測用のマットに
反応して自動でラップタイム又はゴールタイムを計測するスマート
ラップ機能を備えたランナーズウオッチです。
マラソン大会での計測をより簡単に行うためのマラソンモードを搭載
しています。
クロノグラフ機能は、最大300本の計測タイムをメモリー（記憶）し、
呼び出すことができます。
メモリーは300本以内であれば、分割（チャンネル）してメモリーする
こともできます。
クロノグラフ機能により計測した結果はリコール機能を使い呼び出
すことができ、呼び出した際にはベストラップタイム・平均ラップタイ
ム表示もおこないます。
また、ライトは時計正面を叩くことで点灯するタップ方式を採用して
います。
さらに、3チャンネルアラーム機能、タイマー機能、世界44都市
（GMTを含む）の時刻を表示するワールドタイム機能があります。

「時刻・カレンダー機能」
・�月、日、曜日、時、分、秒、サマータイムマークを表示し、12時間制
24時間制いずれかの時刻表示を選択できます。（年は修正時の
み西暦で表示します。）

・�2015年から2064年までの50年間、うるう年などの月末修正が
いらない「フルオートカレンダー」です。

「クロノグラフ機能」
・�1/100秒単位で計測できる最大計測時間99時間59分59秒
99のストップウオッチ機能です。

・�スマートラップ機能のセットと解除ができます。
・�ラップタイム、スプリットタイムは最大300本メモリー（記
憶）することができます。

・�メモリーは300本以内であれば、分割してメモリーすることができます。
・�ラップタイムとスプリットタイムの表示位置を切り替えることができます。
・�クロノグラフ動作中も、常に現在時刻が表示されます。

「スマートラップ機能」
・�マラソン大会のコース上などに設置された計測用のマットに反応
し、自動でラップタイム又はゴールタイムを計測します。
・�90KHz〜130KHzの周波数帯の電波に反応します（条件に
よっては反応しないケースもあります）

「マラソンモード」
・ �あらかじめ大会情報（開催年月日、スタート時刻、制限時間）を入力し
ておくと、スタートの30分前に自動的にマラソンモードに移行します。

・�スタート30分前からカウントダウンが始まり、同時にスマートラップ
スタンバイ状態になります。

・�スタート時刻になると自動で計測をスタートします。またスマートラップ
機能により、計測用マットに反応して自動でラップ計測ができます。

・�グロスタイムとネットタイムを切り替えることができます。

「リコール機能」
・�メモリーしたデータ（ラップ回数、ラップタイム、スプリットタイム）を
計測後リコール（呼び出し）することができます。

・合計時間、ベストラップ、平均ラップが表示できます。

「タイマー機能」
・２つの時間設定が出来るダブルタイマー機能付です。
・10秒から99時間59分59秒までの１秒単位で設定可能です。
・�繰り返し回数設定は、1～100回可能です。繰り返し回数も表示します。

「アラーム機能」
・�設定した時刻（時・分）で毎日報知する3チャンネルのデイ
リーアラーム機能付です。

・�各チャンネルは、アラームのon/－－（セット／解除）切替ができます。

「ワールドタイム機能」
・世界44都市（GMTを含む）の都市名、月、日、時刻を表示します。
・�各都市ごとにサマータイム（DST）の設定ができます。（GMTを除く）

「内部照明（ＬＥＤ）機能／タップ入力機能」
・�時計正面をタップする（軽くたたく）ことにより、約4秒間ラ
イトが点灯します。

　�また、２度タップすることでオートライト機能のセット／解除
を行います。

　�※�オートライト機能とはいずれのボタンを操作しても本来の機能
動作とライトの点灯動作を同時に行う機能です。

「時刻・カレンダー表示への移行機能」
・�いずれの表示状態からでも、ひと押しで時刻・カレンダー表示に移
行する専用ボタンを設けました。（マラソンモード中を除く）

●ボタンⒶを押すごとに、次の順序で切り替わります。

・内部照明（ライト）機能は、時計正面をタップする（軽くたたく）ことで操作します。
　　タップ× 1回：内部照明の点灯
　　タップ×２回：オートライト　セット（ マーク点灯）／解除（ マーク消灯）
・ボタンⒹを押すと、時刻・カレンダー表示に移行します。（マラソンモードを除く）

アラーム表示
ALARM

ワールドタイム表示
WORLD

マラソンモードセット表示
MM SET

リコール表示
RECALL

タイマー表示
TIMER

クロノグラフ表示
CHRONO

時刻･カレンダー表示
TIME

マラソンモード
（マラソンモードを設定してるとき）
スタート時刻30分前

自動切替

データ保存後、ボタンⒺ

・1/100秒単位で計測し、最大計測時間99時間59分59秒99です。
・�ラップタイム“LP”とスプリットタイム“SP”表示を同時に表示することができます。ベスト
ラップタイム・平均ラップタイムをメモリー（記憶）します。

・�スマートラップ設定状態にすると、計測用のマットに反応して自動でラップ計
測します。

・�最大300本メモリー（記憶）する事ができます。
・メモリーは300本以内であれば、分割してメモリーすることができます。
・�計測したラップ／スプリットタイム、およびベストラップタイム・平均ラップタイ
ムはリコール表示で呼び出して見ることができます。

（１）ボタンの名称とはたらき
●�ボタンⒶを押して「クロノグラフ
表示」状態にしてください。

ボタンⒶ：�クロノグラフ表示への切替
ボタンⒶ（長押し）：�スマートラップ受信確認

（スマートラップ設定中・
リセット状態のとき）

ボタンⒷ：ラップ・スプリット表示位置切替
ボタンⒸ：�スタート/ストップ
ボタンⒹ：�時刻・カレンダー表示状

態への移行
ボタンⒺ：�ラップ・スプリット/リセット
ボタンⒺ（長押し）：�スマートラップ セット／解除（リ

セット状態のとき）
タップ× 1回：内部照明の点灯
タップ× 2回：オートライト セット/解除

※�ベストラップタイム、平均ラップタイムを表示する関係のため、1つでもデータを取る
と、最低3つのメモリーを使います。

　�1チャンネル（CH）のみ使用した場合は300メモリー（記憶）できますが、CHを複数
使用した場合はメモリーの合計が300本に達しません。

　�たとえば、1チャンネル（CH）使用の場合は300メモリ－、2チャンネル（CH）使用の
場合は合計297メモリ－となります。

※�1チャンネル（CH）のみ使用の場合、L-1からL-300までメモリーします。L-301以降も
計測しますがメモリーされません。

※�メモリーがいっぱいになると一番古いチャンネルのデータをチャンネル単位で消去
し、新しいメモリーを登録します。

※�メモリーを選択して消去する場合は、「リコールの使いかた」を参照してください。

（１）ボタンの名称とはたらき
●ボタンⒶを押して「時刻・カレンダー表示」状態にしてください。

（２）時刻・カレンダーの合わせかた
①�ボタンⒶを長押しすると現在設定されている都市名を表示し、「時刻・カレンダー合
わせ」状態になります。

②ボタンⒺを１回押すごとに合わせたいところ（点滅）を選ぶことができます。
※年月日をセットすると ｢曜日」は自動的に設定されます。
※都市名をＧＭＴにすると「DST」の「on または－－」は表示しません。
※「DST」の「on」を表示させると「DST」マークが点灯し、１時間進みます。

ボタンⒶ ：時刻・カレンダー表示への切替
ボタンⒶ（長押し）：�時刻カレンダー合わせ

状態の呼び出し
ボタンⒷ ：�都市名の呼び出し、　
　　　　　修正箇所の合わせ（戻り）
ボタンⒸ ：�報時のセット/解除、
　　　　　修正箇所の合わせ（進み）
ボタンⒹ ：無機能
ボタンⒺ ：ワールドタイム表示/修正箇所の選択
タップ×1回 :内部照明の点灯
タップ×2回：オートライト 
　　　　　　　セット /解除

③�ボタンⒺを押して「秒」を点滅状態にし、時報と同時にボタンⒷまたはボタンⒸを押すと ｢00」に合います。
※表示が 30～ 59秒の時、ボタンⒷまたはボタンⒸを押すと１分繰り上がって「00」に合います。
※時刻合わせは、電話の時報サービス（TEL.117）が便利です。

④�合わせたいところを選択したあと、ボタンⒸを１回押すごとに点滅している数字・都市名が１つずつ進み
ます。（反対にボタンⒷを押すごとに１つずつ戻ります。）（「秒」「12/24H」「DST」を除く。）

⑤�「時刻・カレンダー合わせ」が終わりましたら、ボタンⒶを押して修正状態を解除して「時刻・カレンダー
表示」にもどしてください。押し忘れた場合でも２～３分後には「時刻・カレンダー表示」状態へ自動的
にもどります。

※�カレンダーは 2015 年から 2064 年までの年・月・日・曜がプログラムされていますので、この間、月の大小や、う
るう年でも修正する必要はありません。

※�サマータイムをセットした都市は、「ワールドタイム表示」で同じ都市を選択するとサマータイム表示になります。
※�時刻修正の途中で「全点灯表示」になるのは、故障ではありません。ボタンⒸとボタンⒹが同時に押された状態です。
その場合はいずれか１つのボタンを押して、「時刻・カレンダー表示」状態にもどしてください。次にあらためて、（２）
の①から合わせなおしてください。

ボタンⒺを押すたびに修正箇所が替わります。 （３）コントラスト調整の合わせかた
・�表示のコントラスト（濃薄）の調整ができます。初期化された時及びオールクリア時
のコントラストは「0」設定です。

●ボタンⒶを押して「時刻・カレンダー表示」状態にしてください。
①�ボタンⒶを長押しすると現在設定されている都市名が表示し、「時刻・カレンダー合
わせ」状態になります。

②ボタンⒺを押して「コントラスト調整」状態にしてください。 
③ボタンⒷまたはボタンⒸを押してコントラストを調整します。

④�調整が終わりましたら、ボタンⒶを押して「時刻・カレンダー
表示」状態にもどしてください。

　�押し忘れた場合でも 2～ 3分後には「時刻・カレンダー表示」状態へ自動的にもど
ります。

（薄） （濃）－２ －１ ０ １ ２

③�ボタンⒷまたはボタンⒸを押してOFFまたは設定時間を選択します。出荷
時はOFFに設定されています。

※�パワーセーブは一定時間ボタン操作が無い時、表示を消灯させて消費電力を低減す
る機能です。表示状態へ復帰する場合はいずれかのボタンを押すことで消灯前の表
示状態にもどります。

④�設定が終わりましたら、ボタンⒶを押して「時刻・カレンダー表示」にもどしてください。
　押し忘れた場合でも2～3分後には「時刻・カレンダー表示」状態へ自動的にもどります。

（５）タップ感度調整の合わせかた
・�タップ入力の感度を調整します。
●ボタンⒶを押して「時刻・カレンダー表示」状態にしてください。
①�ボタンⒶを長押しすると現在設定されている都市名が表示し、「時刻・カレンダー合わせ」状態になります。
②�ボタンⒺを押して「タップ感度調整」状態にしてください。
③�ボタンⒷまたはボタンⒸを押してタップ入力の感度を調整します。
※タップしてもライトが点灯しづらい場合は、感度高（１）を選択してください。

（６）アラーム音の試し聞き（サウンドデモンストレーション）と報時並びに操作確認音のセットと解除
・�「時刻・カレンダー表示」でボタンⒸを押すごとに報時・
操作確認音のセットと解除ができます。

・�また、ボタンⒸとボタンⒹを同時に押し続けると「アラー
ム音の試し聞き」ができます。

（５）スマートラップ機能の使いかた
・�クロノグラフがリセットの状態で、ボタンⒺを長押しすると、
「 」マークが点灯しスマートラップスタンバイ状態になります。
・�スマートラップ機能を解除するときは、ボタンⒺを長押しし
ます。「 」マークが消灯し、スマートラップ機能が解除され
ます。

・�スマートラップ設定中は、計測用マットに反応して自動でラッ
プを取得します。

・�マットの電波受信時に反応音（ピッ）、ラップ確定時に確定
音（ピピッ）が鳴ります。

※�スマートラップ取得した時は表示を 20秒間ホールドします。その
後自動的に計測表示にもどります。

※�次のラップは手動では 20秒経過後、スマートラップでは 1分経過
後に取得可能になります。

・�任意のタイミングでラップ計測をしたい場合、スマートラッ
プ設定中でもボタンⒺを押すことで手動ラップ計測できま
す。

※�手動ラップ計測後は約 20秒間表示をホールドします。その後自動
的に計測表示にもどります。

・�クロノグラフ計測中に計測用マットの信号を 24時間以上受
信しなかった場合はスマートラップ機能が自動解除され、「 」
マークは消灯します。クロノグラフ計測は継続されます。

・�スマートラップ計測中はタイマーはリセットされます。クロ
ノグラフ計測中にマラソンモードに移行した場合、計測中の
記録は自動でメモリーされ、クロノグラフはリセットされま
す。

・�スマートラップ計測中／計測停止中はほかのモードに移行で
きません。計測をリセットしてから移行してください。

・�マラソン大会などでスマートラップ機能が正常に機能するか
を確認したい場合は、スマートラップスタンバイ状態（「 」
マークが点灯している状態）で計測用マットの上でボタンⒶ
を長押しします。正常に受信している場合は下段に「OK」と
「TEST」が 5秒間交互に表示され、そのあとスタンバイ状態
にもどります。受信ができない場合は 10秒後にスタンバイ
状態にもどります。

※�計測用マットから距離が離れると受信できませ
ん。計測用マットの上で操作してください。

※�受信ができなかった場合は手動でラップ計測し
てください。

（２）タイマーの使いかた
 例：タイマー1のセットを3分、タイマー2のセットを1分、リピート回数を5回にした場合
 ①ボタンⒶを押して「タイマー表示」状態にしてください。
 ②�ボタンⒶを長押しするとタイマー1の「時」が点滅表示し「タイマーセット」状態になります。
　 ボタンⒺを1回押すごとに合わせたいところ（点滅）を選ぶことができます。

 ③�合わせたいところを点滅させたらボタンⒸを押すごとに点滅している数字が1つ進みます。
　（反対にボタンⒷを押すごとに点滅している数字が1つもどります。）
 ※ボタンⒷまたはボタンⒸを押し続けると、早送りできます。
 ④�セットが終わりましたらボタンⒶを押して修正状態を解除して「タイマー表示」状態にもどし

てください。押し忘れた場合でも2～3分後には「タイマー表示」状態へ自動的にもどります。

 ⑤�ボタンⒸを押してタイマーをスタート／ストップができます。ストップ後は、
ボタンⒺを押してタイマーがリセットされます。

※途中のストップ、再スタートは何回でも繰り返すことができます。
※�タイムアップする3秒前に予告音が鳴り、タイムアップすると5秒間タイムアップ音が鳴ります。
※鳴っているタイムアップ音を止めるには、Ⓐ、Ⓑ、Ⓒ、Ⓓ、Ⓔいずれか1つのボタンを押してください。
※タイマー計測中はタイマーマーク「 」が点滅します。

■クロノグラフの使いかた

ラップタイムは、区間ごとの経
過時間であり、スプリットタイ
ムは、スタートからある区間ま
での途中経過時間です。

ラップタイム

スプリット
タイム

ス
タ
ー
ト

・�あらかじめマラソンモードをセットしておくことで、大会のスタート時刻30分前になると自
動で「マラソンモード表示」に切り替わり、スマートラップスタンバイ状態になります。

・�スタート時刻になると自動で計測を開始します。
※�大会前日などに時刻あわせをしてください。
・�スマートラップ機能によりコースに設置された計測用マットに反応し、自動で
ラップ計測します。任意のタイミングで手動でラップ計測することも可能です。

※�マラソンモード中はほかのモードに移行できません。計測をリセットしてから移行してくださ
い。

（１）ボタンの名称と働き
●�ボタンⒶを押して、「マラソンモー
ドセット表示」にしてください。

①�ボタンⒶを長押しすると「マラソンモード合わせ」状態になります。時
刻は 9：00、制限時間は 7：00の表示になります。

②�「開催年月日」「スタート時刻」「制限時間」をセットします。
　�ボタンⒺを押すことで、合わせたいところ（点滅）を選ぶことができます。
③�合わせたいところを選択したあと、ボタンⒷとボタンⒸで数値を合わせます。
※�制限時間は1時間以上24時間未満、5分単位で設定可能です。
④�設定が終わりましたらボタンⒶを押して「マラソンモードセット表示」
状態にもどります。

⑤�ボタンⒺを押すことでグロスタイム表示とネットタイム表示を選択できます。
・�グロスタイム：スタート時刻からの経過時間。
・�ネットタイム：スタートラインを通過
した時からの経過時間。

  （カウントダウン開始後は変更できません）
⑥�マラソンモードをリセットするときは、ボ
タンⒷとボタンⒸを同時押しします。

（２）マラソンモードの使いかた
①�設定したスタート日
時の 30 分前になる
と自動で「マラソン
モード表示」に切り
替わり、「 」「 」
マークが点灯しカウン
トダウンを始めます。

・�カウントダウン表示は1分前になると自動消灯します。
※�カウントダウン表示中はボタンⒸ（スタート機能）は無効です。
※�クロノグラフ計測中にマラソンモードに移行した場合、記録は自動でメモリーされ、クロノグラフはリセットされます。
※�タイマーはリセットされます。
②�設定したスタート時刻になると自動でクロノグラフ計測をスタートします。
③�スマートラップ機能により、コース上の計測用マットに反応して自動でラップ計測します。
・�スマートラップ設定中は、ラップ計測後は約 20秒間表示をホールドし
ます。その後自動的に計測表示にもどります。

※�ラップタイムの表示中はボタンⒺの操作は無効になります。

■リコール（呼び出し）の使いかた■マラソンモードの使いかた

・�コース上に敷設されている全ての計測用マットに反応します。
※�折り返しコースの大会の場合、対向車線側のマットに反応することがありますので、道路中央付近を
走る時はご注意ください。

※�記録目的用以外のマットにも反応します。
④�マット以外の地点で、任意のタイミングでラップを取得するときはボタンⒺを押しま
す。

⑤�ゴール地点では、フィニッシュマットを通過した後、ボタンⒸを長押しして計測をストップします。
直前のラップをフィニッシュとみなし、フィニッシュから計測ストップまでの時間はラップから除
外します。

※�ボタンⒸを押す時間が短い場合は計測モードにもどります。
※�記録終了の操作は計測用マットを通過してから行ってください。
※�マラソンモード計測中に、制限時間を経過すると自動的にストップ状態となります。再スタートはできません。

⑥�ボタンⒺを押すことでラップは自動でメモリーに記録され、リコール表示に切り替わ
ります。

・�計測を再開する場合はボタンⒺを押さずにボタンⒸを長押ししてください。
・�グロスタイムとネットタイムについて
  �マラソンモードでは両方のタイムを計測しますが、計測中の表示はあらかじめどちら
か一つを選択します（カウントダウン開始後は変更できません）。

  �リコールモードでは、表示を切り替えてみることができます。（リコール（呼び出し）
の使いかたを参照してください）

  ※�本製品で計測したタイムは個人で取得した記録になりますので、大会側が管理する公式記録とは関連しま
せん。

・タイマー1、2とも10秒以上99時間59分 59秒まで設定ができます。
・�タイマー1のタイムアップ後、タイマー2がスタートする2つのタイマーを備えています。また、タ
イマー 2のタイムアップ後再びタイマー1がスタートするリピート（繰り返し）機能となっています。

・�タイマー1またはタイマー2のどちらかを、0時間00分00秒に合わせると普通のリピートタイマーとして使えます。
・�リピート回数は、1～100回まで設定ができます。

（１）ボタンの名称とはたらき
●ボタンⒶを押して「タイマー表示」状態
　にしてください。 ボタンⒶ ：タイマー表示への切替

ボタンⒶ（長押し）：�タイマーセット状態の呼び出し
ボタンⒷ：�修正箇所の合わせ（戻り）
ボタンⒸ：修正箇所の合わせ（進み）
　　　　　タイマーのスタート／ストップ
ボタンⒹ：時刻・カレンダー表示状態への移行
ボタンⒺ：修正箇所の選択
　　　　　タイマーのリセット
タップ× 1回：内部照明の点灯
タップ× 2回：�オートライト セット/解除

■タイマーの使いかた ■アラームの使いかた

・設定した時刻（時・分）で毎日報知する３チャンネルのディリーアラーム機能付です。
・各チャンネルは、アラームの on/ －－（セット／解除）切り替えができます。
　※アラームはホームタイム都市でのみ設定可能です。
（１）ボタンの名称とはたらき
●ボタンⒶを押して「アラーム表示」に
　してください。

（２）アラームの使いかた
・3チャンネルとも、使いかたは同じです。
　　　�例：「ALARM 1」のところで、アラーム時刻「午前

6時 30分」にセットする場合
　　①ボタンⒺを押して「ALARM 1」を呼び出します。
　　　�ボタンⒶを長押しすると「時」が点滅し、「アラー

ム時刻合わせ状態」になります。
　　②�ボタンⒺを押しますと、押すたびに「時」と「分」

が交互に点滅表示します。修正する箇所をボタンⒺ
で選択してください。

　　③�合わせたいところを点滅させたあと、ボタンⒸを 1
回押すごとに点滅している数字が1つずつ進みます。 
（反対にボタンⒷを押すごとに1つずつもどります。）

　　　※ボタンⒷまたはボタンⒹを押し続けると、早送りできます。
　　④�セットが終わりましたらボタンⒶを押して修正状態

を解除して「ALARM 1 表示」にもどしてください。
忘れた場合でも 2～ 3分後には「ALARM 1 表示」
へ自動的にもどります。

　　
（３）アラームを鳴らしたい場合、鳴らしたくない場合
　　・� 「アラーム表示」でボタンⒸを押すごとにセット（on）

と解除（－－）ができます。

（４）鳴っているアラームを止めるには
　　・�アラームはセットした時刻になると、20秒間鳴り続

けます。
　　　�鳴っているアラームを途中で止めたい場合は、いず

れかのボタンを押してください。
　　　※どの表示の時でも、この操作は可能です。

ボタンⒶ：アラーム表示への切り替え
ボタンⒶ （長押し）：アラーム修正状態の呼び出し
ボタンⒷ：�修正箇所の合わせ（戻り）
ボタンⒸ：修正箇所の合わせ（進み）
　　　　　アラームのON／OFF 切替
ボタンⒹ：時刻・カレンダー表示状態への移行
ボタンⒺ：アラームチャンネルの切替
タップ×1回：�内部照明の点灯
タップ×2回：�オートライト セット/ 解除

（ 時：午前６時）
↓Ⓔ

↓Ⓐ

・世界 44都市 (GMTを含む）の時刻を表示します。
・�各都市（グリニッチを除く）ごとにサマータイム（DST）の設定がで
きます。

（１）ボタンの名称とはたらき

ボタンⒶ：�ワールドタイム表
示への切り替え

ボタンⒷ：�都市選択（戻り）
ボタンⒸ：都市選択（進み）
ボタンⒹ：�時刻・カレンダー

表示状態への移行
ボタンⒺ：�サマータイムのセッ

ト/解除
タップ× 1回：�内部照明の点灯
タップ× 2回：�オートライト�

セット/解除

（２）ワールドタイムの使いかた
　　 ①ボタンⒶを押して「ワールドタイム表示」にしてください。
　　　　都市名と月、日と時刻を表示します。
　　 ②ボタンⒷ、ボタンⒸを押して都市名を変更します。

（３）サマータイムのセットのしかた
　・�「ワールドタイム表示」でボタンⒺを押すご

とにセットと解除ができます。
　・�サマータイムセット時は「DST」マークが

点灯します。

※� 「ワールドタイム表示」である都市のサマータイムをセットした場合は、「時刻・
カレンダー表示」にした場合同じ都市のときはサマータイム表示をします。
また、「時刻・カレンダー表示」で、サマータイムをセットした場合も「ワー
ルドタイム表示」で同じ都市を選択したときはサマータイム表示をします。

※右表の各地域の時差は、国または地域の都合により変更される場合があります。

■ワールドタイムの使いかた

この時計の〈液晶パネル〉は、７年をすぎますと、コントラストが低下
したり数字が読みにくくなることがあります。お買い上げ店に交換をお
申しつけください。有料にて申し受けます。

■液晶パネルについて 発光ダイオード（LED）の光を導光板により、均一に拡散発光させる方式を採
用しています。

※電池寿命切れが近づいて電圧が低下すると、輝度（明るさ）が低下します。

■内部照明（LED）について

（４）�都市と時差の比較表（GMTは、グリニッチ標準時を示しています。
＋はGMTより進み、－は遅れを示しています。）

NO. 都市名

（2015年7月現在）

GMTとの時差
1
2
3          
4       
5       
6       
7
8
9       
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36    
37
38
39         
40
41
42     
43
44

GMT
LIS
LON
PAR
ROM
BER
ATH
CAI
MOW
JED
BGW
THR
DXB
KBL
KHI
DEL
DAC
RGN
BKK
JKT
SIN
HKG
BJS
SEL
TYO
ADL
GUM
SYD
OOL
NOU
WLG
HNL
ANC
YVR
LAX
DEN
CHI
NYC
YMQ
BOS
SDQ
BUE
RIO
PDL

00：00
00：00
00：00

＋01：00
＋01：00
＋01：00
＋02：00
＋02：00
＋03：00
＋03：00
＋03：00
＋03：30
＋04：00
＋04：30
＋05：00
＋05：30
＋06：00
＋06：30
＋07：00
＋07：00
＋08：00
＋08：00
＋08：00
＋09：00
＋09：00
＋09：30
＋10：00
＋10：00
＋10：00
＋11：00
＋12：00
－10：00
－09：00
－08：00
－08：00
－07：00
－06：00
－05：00
－05：00
－05：00
－04：00
－03：00
－03：00
－01：00

グリニッチ
リスボン
ロンドン
パリ
ローマ
ベルリン
アテネ
カイロ
モスクワ
ジッダ
バグダット
テヘラン
デュバイ
カブール
カラチ
デリー
ダッカ
ヤンゴン
バンコック
ジャカルタ
シンガポール
ホンコン
北京
ソウル
東京
アデレード
グアム
シドニー
ゴールドコースト
ヌーメア（ニューカレドニア）
ウェリントン
ホノルル
アンカレッジ
バンクーバー
ロサンジェルス
デンバー
シカゴ
ニューヨーク
モントリオール
ボストン
サントドミンゴ
ヴェノスアイレス
リオデジャネイロ
アゾレス諸島

●お手入れについて
日ごろからこまめにお手入れしてください
・水分や汗、汚れはこまめに柔らかい布でふき取るように心がけてください。
・�海水につけた後は、必ず真水でよく洗ってからふき取ってください。
　�その際、直接蛇口から水をかけることは避け、容器に水をためるなどしてから洗ってください。
　※非防水・日常生活防水の場合はおやめください。

●防水性能について
お買い上げいただいた時計の防水性能を裏ぶたでご確認の上ご使用ください。

裏ぶた表示 防水性能 お取扱方法

WATER RESISTANT
5 BAR

日常生活用強化防水で
5気圧防水です。

日常生活での「水がかかる」程度
の環境であれば使用できます。

日常生活用強化防水で
10（20）気圧防水です。

WATER RESISTANT 
10（20）BAR

WATER RESISTANT

防水性能表示なし 非防水です。

日常生活用防水です。

水泳などのスポーツに使用できます。

空気ボンベを使用しないスキンダイビングに使用できます。

水泳には使用しないで
下さい。

水滴がかかったり、汗を多くかく場合には、使用しないで下さい。

警告

　  ③電池交換は、保証期間内でも有料となります。
　  ④�電池交換等で裏ぶたを開閉しますと当初の防水性能を維持でき

なくなる場合が有ります。電池交換の際には、お客様の時計の
防水性能にあった防水検査をご依頼ください。

　  　�特に 10気圧以上のものは検査が必要です。
　  　�防水検査は日数を要しますので、期間をご確認のうえご依頼く

ださい。

2．�電池寿命切れ予告機能
	 �この時計には、電池の交換時期を知らせる電池寿命切れ予告機能

が付いています。
	 ※� 「時刻・カレンダー表示」のときに全ての点灯セグメントが点滅状態に

なりますと、２〜３日中に時計が止まる可能性があります。
	 　お早めにお買い上げ店で電池交換をご依頼ください。

1．電池について
（1）電池寿命
	 �この時計は、新しい正常な電池を組み込んだら場合は、その後約2年間作

動します。
	 ※�電池寿命（2年）は、アラーム 1回／日、ライト 1回／日、タイマー

1回／日、クロノグラフ動作 1時間／日、スマートラップ機能 8時間
／月を基準としています。

（2）最初の電池
　  �お買い上げの時計にあらかじめ組み込まれている電池は、機能・性能

をみるためのモニター用です。
　  �お買い上げ後上記の期間に満たないうちに電池寿命が切れること

がありますのでご了承ください。
（3）電池交換
　  ①�電池交換は、必ずお買い上げ店で「純正電池」とご指定の上、ご

用命ください。
　  ②�電池寿命切れの電池をそのまま長時間放置しますと、漏液など

で故障の原因になりますので、お早めに交換してください。

■電池について

●バンドについて
バンドは直接肌に触れ、汗やほこりで汚れます。そのため、お手入れが悪いとバンドが早く傷んだり、
肌のかぶれ・そで口の汚れなどの原因になります。
長くお使いになるためには、こまめなお手入れが必要です。
金属バンド
・ステンレスバンドも水や汗・汚れをそのままにしておくと、さびやすくなります。
・手入れが悪いと、かぶれやワイシャツのそで口が黄色や金色に汚れる原因になります。
・水や汗・汚れは、早めに柔らかな布でふき取ってください。
・バンドのすき間の汚れは、水で洗い、柔らかな歯ブラシなどで取り除いてください。
　（時計本体は水にぬれないように、台所用ラップなどで保護しておきましょう。）
　残った水分は柔らかな布でふき取ってください。
・�チタンバンドでも、ピン類には強度に優れたステンレスが使用されているものがあり、ステンレスからさびが発生することがあります。
・�さびが進行すると、ピンの飛び出しや抜けが発生し、時計を脱落させてしまうことがあります。また、逆に中留が外れなくなることがあります。
・�万が一、ピンが飛び出している場合は、怪我をするおそれがありますので、ただちに使用をやめて修理をご依頼ください。
皮革バンド
・水や汗、直射日光に弱く、色落ちや劣化の原因になります。
・�水がかかったときや汗をかいた後は、すぐに乾いた布などで、吸い取るように軽くふいてください。
・直接日光にあたる場所には放置しないでください。
・色の薄いバンドは、汚れが目立ちやすいので、ご使用の際はご注意ください。
・�時計本体が日常生活用強化防水 10（20）気圧防水になっているものでも、アクアフリーバンド以外の
皮革バンドは、水泳・水仕事などでのご使用はお控えください。

ポリウレタンバンド
・光で色があせたり、溶剤や空気中の湿気などにより劣化する性質があります。
・特に半透明や白色・淡い色のバンドは、他の色を吸着しやすく、また変色をおこします。
・汚れたら水で洗い、乾いた布でよくふき取ってください。
 （時計本体は水にぬれないように、台所用ラップなどで保護しておきましょう。）
・�弾力性がなくなったら取り換えてください。そのまま使い続けるとひび割れが生じバンドが切れやすくなります。
シリコンバンド
・�材料の特性上、バンドに汚れがつきやすく、しみこんだりして、変色を生じることがあります。汚れ
た場合は、ぬれた布やウェットクリーニングティッシュ等ですぐにふきとってください。

・�他の材料に比べ、亀裂が生じた場合そこから切れてしまう恐れがあります。先の鋭い刃物などで傷つけない様、ご注意ください。
かぶれやアレルギーについて
　�バンドによるかぶれは、金属や皮革が原因となるアレルギー反応や、汚れ、もしくはバンドとのすれ
などの不快感が原因となる場合など、いろいろな発生原因があります。

バンドサイズのめやすについて
　バンドは多少余裕をもたせ、通気性をよくしてご使用ください。
　時計をつけた状態で、指一本入る程度が適当です。
●点検調整のための分解掃除（オーバーホール）について
・�長くご愛用いただくために、3年〜４年に1度程度の点検調整のための分解掃除（オーバーホール）をおすすめします。
　���ご使用状況によっては、漏液により表示消えが生じることがあります。
　�またパッキンなどの部品の劣化が進み、汗や水分の浸入などで防水性能が損なわれる場合があります。
　�点検調整のための分解掃除（オーバーホール）は、「純正部品」とご指定の上、お買い上げ店にご依頼
ください。その際、パッキンやばね棒の交換もあわせてご依頼ください。

・�点検調整のための分解掃除（オーバーホール）の際には、ムーブメント交換となる場合もあります。

タップ
感度調整

パワーセーブ
設定

コントラスト
調整

DST（サマータイム）
のon/--

HOME
（都市名）

秒 分 時 日 月 年 12/24H 12時間OFF 1時間 3時間 6時間

（４）�パワーセーブ設定の合わせかた
●ボタンⒶを押して「時刻・カレンダー表示」状態にしてください。
①�ボタンⒶを長押しすると現在設定されている都市名が表示し、「時刻・カレンダー合
わせ」状態になります。

②�ボタンⒺを押して「パワーセーブ設定」状態にしてください。

－１ ０ １
感度低 感度高

●メモリーの考えかた

1　スタート→ストップ→リセット	 3 ～ 4メモリー
2　スタート→ストップ／再スタート→ストップ→リセット	 3 ～ 4メモリー
3　スタート→ラップ→ストップ→リセット	 4 ～ 5メモリー
4　スタート→ストップ／再スタート→ラップ→ストップ→リセット	 4 ～ 5メモリー
5　スタート→ラップ→ラップ→ストップ→リセット	 5 ～ 6メモリー

メモリーの使用量計測の使いかた

●�１時間を超えた時は左側に表示されている LP、SP部で時間桁の表示を行
います。
ボタンⒸ
スタート

ボタンⒺ
ラップ/スプリット

ボタンⒺ
ラップ/スプリット

ボタンⒺ
ラップ/スプリット・・・・→

（３）クロノグラフの使いかた（積算タイムを計る）

※�途中のストップ・再スタートは、何回でも繰り返すことができます。
※�クロノグラフが計測中は マークが点滅します。

ボタンⒸ
スタート

ボタンⒸ
ストップ

ボタンⒸ
再スタート

ボタンⒸ
ストップ

ボタンⒺ
リセット→→→→

・「F300」表示は、300メモリーできます。
・スタート後「L- 1」表示に切替わります。

・�「F-297」表示は、残り
　297メモリーできます。

（４）ラップ／スプリットタイムの計りかた（ラップを 10回測定した場合）

※�ラップ／スプリット計測後、約10秒間表示をホールドし、ラップ回数が点滅します。その後自動
的にストップウオッチ計測表示にもどります。ラップ回数は、次のラップ回数を表示します。

※�途中のラップは、何回でも繰り返すことができます。ラップ回数は、999回まで表示します。以降
は、1001（表示：001）、1002（表示：002）と順次表示します。

ボタンⒸ
スタート

ボタンⒺ
ラップ/スプリット

ボタンⒺ
ラップ/スプリット

ボタンⒸ
ストップ

ボタンⒺ
リセット→・・・・→→

・「F-300」表示は、300メモリーできます。
・スタート後「L- 1」表示に切り替わります。

・�「F-288」表示は、残り
　288メモリーできます。

（２）計測時間の表示のしかた
●�ボタンⒷを押すごとにラッ
プ“LP”/スプリット“SP”
タイムの表示位置を入れ替
えることができます。

（ 分：30分） （サマータイム
セット時）

●製品取扱上のご注意

・次のような場合、ご使用を中止してください
　○時計本体やバンドが腐食などにより鋭利になった場合
　○バンドのピンが飛び出してきた場合
　※ すぐに、お買い上げ店・弊社お客様相談窓口にご連絡ください。
・乳幼児の手の届くところに、時計本体や部品を置かないでください
　部品を乳幼児が飲み込んでしまうおそれがあります。
　万が一飲み込んだ場合は、身体に害があるため、ただちに医師にご相談ください。
・時計から電池を取り出さないでください
　電池の交換には専門知識・技能が必要ですので、お買い上げ店にご相談ください。
　電池は充電しないでください。破裂・発熱・液漏れ・破損などのおそれがあります。
・この時計はスキューバダイビングや飽和潜水には絶対に使用しないでください
　�BAR（気圧）表示防水時計はスキューバダイビングや飽和潜水用の時計に必要とされる苛酷な環
境を想定した様々な厳しい検査を行っていません。専用のダイバーズウオッチをご使用ください。

　  警告

・�以下の場所での携帯・保管は避けてください
　○揮発性の薬品が発散しているところ（除光液などの化粧品、防虫剤、シンナーなど）
　○ 5℃〜 35℃から外れる温度に長期間なるところ　○高湿度なところ
　○磁気や静電気の影響があるところ　　　　　　　 ○ホコリの多いところ
　○強い振動のあるところ
　※�電池式の場合は、電池が切れた状態で長時間放置しないでください。電池が漏液するおそれがあります。
・�アレルギーやかぶれを起こした場合
　ただちに時計の使用をやめ、皮膚科など専門医にご相談ください。
・�直接蛇口から水をかけることは避けてください
　水道水は非常に水圧が高く、日常生活用強化防水の時計でも防水不良に
　なるおそれがあります。
・水分のついたまま、りゅうずやボタンを操作しないでください
　時計内部に水分が入ることがあります。
　※万が一、ガラス内面にくもりや水滴が発生し、長時間消えない場合は防水不良です。
　　お早めに、お買い上げ店・弊社お客様相談窓口にご相談ください。
・水や汗、汚れが付着したままにしておくのは避けてください
　�防水時計でもガラスの接着面・パッキンの劣化やステンレスがさびることにより、防水不良になるおそれがあります。
・入浴やサウナの際はご使用を避けてください
　蒸気や石けん、温泉の成分などが防水性能の劣化を早めることがあります。
・その他のご注意
　○�金属バンドの調整は専門知識・技能が必要ですので、お買い上げ店にご依頼ください。手や指

などをケガする可能性があるほか、部品を紛失する可能性があります。
　　※ご贈答・ご転居などにより、お買い上げ店での調整が受けられない場合は、弊社お客様相談窓口へご依頼ください。
　　　お買い上げ店以外では有料もしくはお取扱いいただけない場合があります。
　○商品の分解・改造はしないでください。
　○�乳幼児に時計が触れないようにご注意ください。ケガやアレルギーをひき起こすおそれがあります。
　○使用済み電池の処理は自治体の指示に従ってください。

　  注意

時計が止まった

時計が一時的に進む／遅れる

全ての点灯セグメントが点滅表示になった。

ガラスのくもりが消えない

Lマークが点灯しているのにス
マートラップ計測できない

・電池の容量がなくなった。

・寒いところ、または暑いところへ放置した。

・落としたり強くぶつけたりまたは激しいス
ポーツをした。

・強い振動が加えられた。

・電池切れが間近であることを知らせています。

・パッキンの劣化などにより時計内部に水分が入った。

・マットから出力されている電波が、計測でき
ない周波数です。

・直ちに電池交換をお買い上げ店にご依頼く
ださい。

・精度は、常温にもどれば元にもどります。時
刻を合わせ直してください。

・時刻を合わせ直してください。元にもどらな
い場合は、お買い上げ店にご相談ください。

・お早めに電池交換をお買い上げ店にご依頼ください。

・お買い上げ店にご相談ください。

・手動でラップ計測を行なってください。

※その他の現象は、お買い上げ店にご相談ください。

現象 考えられる原因 このようにしてください

■こんな時には ■アフターサービスについて

●保証と修理について
・�修理はお買い上げ店、または弊社お客様相
談窓口へご依頼ください。

・�保証期間内に不具合が生じた場合は、必ず
保証書を添えてお買い上げ店へお持ちくだ
さい。

・�保証内容は保証書に記載したとおりです。
　�保証書をよくお読みいただき、大切に保管
してください。

・�保証期間終了後については、修理によって
機能が維持できる場合には、ご要望により
有料修理させていただきます。

（1）水晶振動数···························· 32,768Hz
（2）精度········································平均月差± 20秒
	 �（気温 5℃～ 35℃において腕に

つけた場合）
（3）作動温度範囲························－ 10℃～＋ 60℃
	 ただし表示機能は 0℃～＋ 50℃
（4）表示体···································· FE ネマチック液晶
（5）使用電池································小型リチウム電池
	 SB-T14 1 個
（6）電池寿命································約 2 年
（7）電池寿命切れ予告機能
（8）電子回路································発振・分周・駆動回路
	 （C-MOS-LSI 1 個）
※上記の製品仕様は、改良のため予告なく変更することがあります。

■製品仕様

・�電池交換後や、万一異常な表示（読めない表示など）になった場合、
以下の操作をしてください。

　�時計内部のシステムがリセットされ、正常に機能するようになります。

システムリセットのしかた
ボタンⒶ、Ⓑ、Ⓒ、Ⓓ 4つを同時に 2～ 3秒間押し続けてください。
表示が一旦消え、ボタンを離した後「1月 1 日 THU AM12 時 00 分
00秒」になります。

ご使用前に下記の順番で操作し
てください。
①時刻・カレンダーの合わせ
②アラームの設定

■電池交換後のお願い（システムリセット）

タイマー1 Ⓔ

Ⓔ Ⓔ
時　→　分　→　秒

タイマー2

Ⓔ Ⓔ
時　→　分　→　秒

リピート回数

Ⓔ

Ⓔ

ボタンⒶ：マラソンモードセット機能表示切換
ボタンⒶ：（長押し）合わせ状態の呼び出し
ボタンⒷ：修正箇所の合わせ（戻り）
ボタンⒸ：修正箇所の合わせ（進み）
ボタンⒹ：�時刻 ･カレンダー表示状態への移行
ボタンⒺ：�グロス／ネット切換、修正箇所の選択
タップ× 1回：内部照明の点灯
タップ× 2回：オートライトセット／解除

・最大 300メモリー（記憶）できます。
・チャンネル（CH）ごとにメモリーを呼びだすことができます。
・�マラソンモードで計測したメモリーにはマラソンモードマーク「 」が点灯します。
・�ベストラップタイム、平均ラップタイムを表示します。
・各チャンネルには測定開始時の日付が記憶されます。

（１）ボタンの名称とはたらき
●�ボタンⒶを押し
て「リコール表
示」状態にして
ください。

　※�はじめに最新の
チャンネルが表示
されます。

※�測定結果がないときは、「－－－－」と表示します。

※ベストラップを表示する時は、「BEST」表示と「LAP- ＊＊」表示を交互に表示します。
※ラップタイムとスプリットタイムの表示位置はクロノグラフでの表示位置設定に準じて表示されます。
※�マラソンモードで計測したメモリーのグロス／ネットの表示は、マラソンモードの設定に準じて表示されます。
　設定を切り替える場合はマラソンモードの使い方を参照してください。

（２）リコールの使いかた
例：チャンネル 5（CH-5）を見たい場合
①�ボタンⒷとボタンⒸを押して呼び出したいチャンネルを選びます。
②�ボタンⒺを押して、ラップタイムの確認ができます。ボタンⒺを
押すごとに、次の順序で確認できます。

ボタンⒶ ：リコール表示への切替
ボタンⒶ （長押し）：データ消去
ボタンⒷ ：チャンネルの呼び出し（戻り）
ボタンⒸ：チャンネルの呼び出し（進み）
ボタンⒹ：�時刻・カレンダー表示状態への移行
ボタンⒺ：データ呼び出し
タップ× 1回：内部照明の点灯
タップ× 2回：�オートライトセット/解除

③他の測定結果を見たい場合は、①の操作で見たいチャンネルを選び、②のように確認してください。
（３）データ消去のしかた
※�クロノグラフがリセット状態であることを確認してからおこなってください。
●１つのチャンネルを消去する場合
①�ボタンⒶを押して「リコール表示」にしてください。
※はじめに最新のチャンネルが表示されます。
②�ボタンⒷまたはボタンⒸを押して消去したいチャンネルを呼び出します。
③�ボタンⒶを約２秒押し続けると「CLR?」と表示されます。
④�ボタンⒶをそのまま約２秒押し続け、「ALL　CLR?」と表示されたらボタンⒶをはなします。
⑤�フリーメモリー数を表示した後「リコール表示」にもどります。
※�削除したデータ以降のチャンネルNOが繰り上がります。
●全てのチャンネルを消去する場合
①�ボタンⒶを押して「リコール表示」にしてください。
※�はじめに最新のチャンネルが表示されます。
②�ボタンⒶを約２秒間押し続けると「CLR?」と表示されます。
③�ボタンⒶをそのまま約２秒押し続け、「ALL CLR?」と表示されたら、さらにボタンⒶを約２秒押し続けます。
④�フリーメモリー数を表示した後「リコール表示」にもどります。


